
運輸安全委員会ダイジェスト№32 17 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

北灯台 

事故の概要：水上オートバイ G 号（以下「A 船」）は、船長が１人で乗り組み、同乗者 A を

後部座席に乗せ、北海道石狩湾港北防波堤北灯台（以下「北灯台」）東方沖で漂泊中、水上オ

ートバイ D 号（以下「B 船」）は、船長１人が乗り組み、同乗者 B を同乗させて遊走中、平

成２６年７月２０日１５時３０分ごろ両船が衝突した。 

本事例の調査報告書は当委員会ホームページで公表しております。(平成 27(2015)年 8月 27日公表) 
http://www.mlit.go.jp/jtsb/ship/rep-acci/2015/MA2015-9-3_2014hd0057.pdf 

・他船の至近で急旋回して水しぶきをかけるなどの危険な操縦は行わないこと。 

仲間の水上オートバイにしぶきをかけようと接近し、至近で急旋回して衝突 

事例８ （危険操縦）水上オートバイ同士の衝突事故 

原因：本事故は、石狩湾港の北灯台東方沖において、Ａ船が漂泊中、Ｂ船が遊走中、船長Ｂ

が、漂泊しているＡ船を認めて接近し、水しぶきをかけようと思ってＡ船の至近で右へ急旋

回したため、両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

船長Ｂは、左舷前方に漂泊しているＡ船
を認め、同船に向けて接近中、Ａ船の至
近で旋回してＡ船に水しぶきをかける
ことを思い付いた。 

Ｂ船は、Ａ船の至近で 

右へ急旋回した。 

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、同
乗者Ｂを同乗させて、北灯台東方沖を
約４０km/h の対地速力で遊走してい
た。 

再 発 防 止 に 向 け て （ 事 故 防 止 策 ）  

Ａ船は、船長Ａが１人で乗

り組み、同乗者Ａを後部座

席に乗せ、北灯台東方沖に

おいて漂泊していた。 

Ｂ船の左舷船尾部とＡ船の左舷後

部とが衝突し、船長Ａ及び同乗者

Ａが落水した。 

Ｂ船 

Ａ船 


